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JA中野市営農センター 

ＪＡ中野市ぶどう部会 

乾燥による生育不良・花振いが心配されます。若木を中心にかん水の実施をお願いします。 

 

第 8回【ぶどう定期防除】（晩腐病、黒とう病、スリップス類防除） 

散布時期 前回から１０日（落花直後） 南部：6/13～ 北部：6/15～（巨峰） 

散布品種 全品種 

散布薬剤 

水 

○劇コテツフロアブル 

スイッチ顆粒水和剤 

ジマンダイセン水和剤 

 

（60 日前、2 回） 

（30 日前、2 回） 

（45 日前、2 回） 
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散布日 

 

 

 6 月  日 

散布量 ４００ℓ／１０a 

注意点 

① ジマンダイセン・ペンコゼブ・ゾーベックエニベルは同一成分が含まれるため総使用回数に

注意する（合計 2 回まで） 

② 例年クビアカスカシバが発生する園は（劇物）パダンＳＧ水溶剤 1,500倍（収穫 21 日前、 

５回）を加用する。（果粉溶脱の心配があるため小豆大頃までの散布とする。） 

 

☆房切り基準について☆ 

品 種 房切り目安 目標粒数 目標房重 
種なし巨峰 満開時 3.0ｃｍ 30粒程度 400ｇ 
有核巨峰 満開時 7.0ｃｍ 35粒程度 350ｇ 

シャインマスカット 満開時 3.5ｃｍ 25～35粒程度 550ｇ 
ピオーネ 満開時 2.5ｃｍ 25粒程度 400ｇ 

ナガノパープル 満開時 3.0ｃｍ 30粒程度 400ｇ 
クイーンニーナ 満開時 3.0ｃｍ 30粒程度 500ｇ 
ロザリオビアンコ 満開時 7.0ｃｍ 35粒程度 400ｇ 
サニールージュ 満開時 6.0ｃｍ 40粒程度 300ｇ 

 

※重要※ 黒とう病に注意してください。 

本年は黒とう病のリスクが高い年になります。以下の点に注意しながら作業を進めてください。 

① 症状の確認 ⇒ 右写真参照 

② 防除の実施 ⇒ 10 日間隔の定期防除 

③ 草刈りの実施 ⇒ 下草からの伝染があります 

④ 昨年発生した場所の確認 ⇒ 昨年の病斑が伝染源 

⑤ 被害枝葉の確認 ⇒ 被害枝葉を園地外へ持ち出す 

 

症状の早期発見で被害の拡大を防げます。過去に発生が 

あった園地は特に注意して確認をしてください。 

 

裏面には未開花症状対策特報あり 
 

次回特報は 6 月 17 日頃発行予定 

2020 年 開花 満開 落花 

昨 年（巨峰） 6 月 5 日 6 月 9 日 6 月 12 日 

本 年（巨峰） 6 月 7 日？ 6 月 10 日？ 6 月 13 日？ 

本年（シャイン） 6 月 13 日？ 6 月 15 日頃？ 6 月 18 日頃？ 

白丸の部分が病斑

です。 

・黒い淵 

・葉に穴 

・枝は凹凸が出る 

・雨で移る 

等の特性あり 
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例年発生していますシャインマスカットの未開花症状が今年も雨よけ・露地等で確認されました。 

房切り前に以下の点を必ず確認して房切に取り掛かってください。 

 

1. 未開花の症状について 
（１）花冠（キャップ）のしわが無いか少ない。（正常な花蕾はピーマンのような形。） 

（２）開花前になっても緑色が濃い。（正常な花蕾は開花期になると黄緑色に変色する） 

（３）未開花症状の花蕾は正常なものと比べ緑色が濃く、丸い（扁平）。 

（４）房先端の花蕾が房上部と比較して小さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未開花の有無は展葉 5枚ごろから確認できます。 
 

2. 対策について 

※症状をよく確認した後、房切りを実施する※ 

（１）健全な部分（上部や中間部の支梗）を利用した房切りを実施する。 

（２）房の先端を利用する場合は房切りを長めにする。 

 

未開花の粒 

・花冠のしわが少ない。 

・花蕾が扁平。（イチジク型？饅頭型？） 

・開花前も濃い緑色 

正常な房の粒 

・花冠のしわが多い。ぼこぼこしている 

・花蕾が長細い（ピーマン型） 

・開花前は薄緑色。 

未開花が確認された場合・・・ 

 

①主穂中間部を使用する。 

②ショルダーや支梗を使用する。 
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